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1. 第 2 期⾏動計画「はじめに」 
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＜参考＞ 
 
配付資料 4：第 2 期⾏動計画書（素案）、配付資料 5：健全化計画書（改定素案）についての

修正事項を下表を整理する。 
 

健全化計画書（改定素案）、第 2 期⾏動計画書（素案）の修正箇所 
No  ページ 該当箇所 修正内容 修正後 

1 

健
全
化
計
画 

19-20 3.2 印旛沼・流域再
⽣の基本理念と⽬標 全内容 配付資料 6 

第 2 章を参照 

2 21-22 将来イメージ図 全内容 

配付資料 6 
第 2 章を参照 
2 案提⽰、協議して、どち
らかを決定 

3 24 5 つの⽬標 ⼤⾬でも安⼼ ⼤⾬でも被害をださない 

4 

⾏
動
計
画 

1 図中 ８つの推進テーマ ９つの推進テーマ 

5 1 図中 ３４の対策群の下()内(１８
の強化対策群） 削除 

6 7 ⼤枠下 ６⾏⽬ 農業・漁業等沼利⽤者 
農業・漁業・観光等沼
利⽤者 

7 15 表中の 26 市⺠学びの推進 市⺠の学びの推進 

8 16 図中⑦のタイトル ⽔辺を活かしたまちづくりを推
進します 

⽔辺を活かした地域づくり
を推進します 

9 57 背景 １⾏⽬ 農業・漁業等沼利⽤者 
農業・漁業・観光等沼
利⽤者 

10 100 
③清澄性 2020(平
成 32)年度における⽬
標 

★植⽣帯再⽣箇所で沼底が
⾒える ★透明度が改善する 

11 100 

⑧⽣き物 2030(平
成 42)年度における⽬
標 
★２つ⽬ 

浸⽔植物 沈⽔植物 
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2. 健全化計画「基本理念」、「将来のすがた」 

3.2 印旛沼・流域再⽣の基本理念と⽬標 

3.2.1 印旛沼流域の恵み 

印旛沼流域で暮らしていくうえで、印旛沼流域から、⽔や⾷料、安らぎを与えてくれる
⾃然環境、歴史・⽂化などの「恵み」を受けるとともに、時には洪⽔の発⽣など厳しい⼀
⾯を⾒せるなど、私たちの⽣活と印旛沼との関わりは切っても切り離せないものとなって
います。 

印旛沼流域と私たちの暮らしとの関わりは、時代背景や社会情勢に伴い変化しており、
その「恵み」のバランスも変化し続けています。かつては、⾃然環境や漁業資源が豊かで
あった⼀⽅で、洪⽔や⼲ばつといった脅威に悩まされてきましたが、近年では、⽣活や産
業を⽀える膨⼤な⽔需要に応えられるようになった⼀⽅で、⽔質の悪化や在来動植物の減
少といった問題も⽣じています。 

このように印旛沼流域の「恵み」は多様であり、⽣態系サービス※の考え⽅で整理する
と下表のようになります。 

 
※⽣態系から得られる恵みを意味しており、国連による「ミレニアム⽣態系評価」では、

⽣態系サービスを、「供給サービス」「調整サービス」「⽂化的サービス」「基盤サ
ービス」に分類しています。 

 

⽣態系サービスの考え⽅で整理した印旛沼流域の主な「恵み」 

①資源を供給する 
（供給サービス） 

⽔、⾷料（⿂や農作物等）、⽊材、燃料など、私たちの⽣活に必要な
資源を供給します。 

②快適で安全な環境に 
調整する 
（調整サービス） 

森林や⾥⼭等の⾃然地が⽔を浄化し、気候を調整し、⾃然災害を防ぐ
など、快適で安全な環境に調整します。 

③⽂化を育む 
（⽂化的サービス） 

多様な⾃然は地域の⽣活⽂化や芸術を育み、レクリエーションや観光の
場を与え、私たちの暮らしを豊かにします。 

④様々な恵みの基盤を 
つくる 
（基盤サービス） 

⽔の循環、栄養循環、光合成による酸素の⽣成、⼟壌形成（昆⾍や
微⽣物が⼟をつくる）など、①〜③の恵みの供給を⽀える機能です。 
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3.2.1 基本理念 

前述の印旛沼流域の「恵み」について、例えば、⽔という供給サービスを得ようと貯⽔
池化することで、⽔質浄化という調整サービスが低下するといったように、各サービスが
トレードオフの関係になる場合があります。 

そこで、⽔循環健全化を図ることにより、安定した⽔供給や治⽔安全度の向上など、こ
れまでに向上した「恵み」を維持、さらに向上させるとともに、失われつつある「恵み」
をふたたび再⽣・保全することで、全体としてバランスのとれた最適な状態を創⽣するこ
とを基本理念とします。 

 

 

 

3.2.2 将来のすがた 

⽬標年次である 2030 年において、印旛沼流域の「恵み」がバランスのとれた状態となり、
流域の市⺠や企業等の関係する主体がその「恵み」を享受するとともに、印旛沼に配慮し
た暮らしや活動を⾏っているイメージ図を次ページに⽰します。 

この図は、健全化計画を策定の際に実施した市⺠・NPO 意⾒交換会やわいわい会議にお
ける意⾒や第 2 期⾏動計画を策定する際に実施した、印旛沼流域環境・体験フェアでのア
ンケートなどの結果をもとに作成しました。 

 

「2030 年の印旛沼流域の人々の暮らし」 
 
 
 
                                               

 

 

 

 

 
 

 

 

・昔のように印旛沼で獲れる魚を美味しく食べたい。 
（市民・NPO 意見交換会）

・水に触れることができる、水辺に降りて遊ぶことができ
る、生物がたくさんいる、川沿いを歩くことができる。     

（わいわい会議 in ふなばし） 

（多くの意見から抜粋して示しています） 



 

5 
 

 
案－1  
当初案 

●⾷、スポーツ、⾃然・農体験、⽂化、学習、調査研究活動など、印旛沼をめ
ぐる多様な楽しみ⽅や活動が広がっています。 

●印旛沼をめぐる歴史や⽂化が、印旛沼流域のアイデンティティとして引き継
がれ、多くの⼈を魅了しています。 

●印旛沼流域の⾵⼟にあった⽣きもののすみかが広がっています。 

●印旛沼の恵みを受けて、⼈の暮らしやなりわいが⽀えられ、⼈々が印旛沼のある暮らしの
豊かさを実感しています。 

●都市部、⾥⼭、農村など地域特性に応じて、印旛沼や環境に配慮した暮らしが実践され、
⼈の暮らしと⾃然環境が調和を保って共⽣しています。 

●流域内外の多くの⼈が印旛沼に関⼼を持ち、流域内外から多くの⼈が印旛沼に訪れます。 

2030(H42)年
の印旛沼流域 
の⼈々の暮らし 
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●⾷、スポーツ、⾃然・農体験、⽂化、学習、調査研究活動など、印旛沼をめ
ぐる多様な楽しみ⽅や活動が広がっています。 

●印旛沼をめぐる歴史や⽂化が、印旛沼流域のアイデンティティとして引き継
がれ、多くの⼈を魅了しています。 

●印旛沼流域の⾵⼟にあった⽣きもののすみかが広がっています。 

●印旛沼の恵みを受けて、⼈の暮らしやなりわいが⽀えられ、⼈々が印旛沼のある暮らしの
豊かさを実感しています。 

●都市部、⾥⼭、農村など地域特性に応じて、印旛沼や環境に配慮した暮らしが実践され、
⼈の暮らしと⾃然環境が調和を保って共⽣しています。 

●流域内外の多くの⼈が印旛沼に関⼼を持ち、流域内外から多くの⼈が印旛沼に訪れます。 

2030(H42)年
の印旛沼流域 
の⼈々の暮らし 

案－2 
流域外の主な
施設を追加 
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3. 第５回印旛沼・流域再⽣⼤賞の募集 
第 5 回印旛沼・流域再⽣⼤賞の募集にあたって、選考スケジュールと募集チラシ（案）を 

以下に⽰す。 
 

１) 選考スケジュール 
3 ⽉ 16 ⽇ 第 24 回委員会での募集内容の告知（本⽇） 
4 ⽉ 28 ⽇ 募集開始 
7 ⽉ 4 ⽇ 応募終了（事務局で応募内容整理） 
8 ⽉ 審査（印旛沼・流域再⽣⼤賞選考委員に応募書類を発送） 
9 ⽉ 印旛沼・流域再⽣⼤賞選考委員会 
10 ⽉上旬 受賞者の発表 
10 ⽉下旬 表彰式（印旛沼流域環境・体験フェア） 
2017 年 1 ⽉ 公益財団法⼈印旛沼環境基⾦ 助成事業成果報告会 
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２) 募集チラシ案 
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4. バーチャル印旛沼⼤学の⽴ち上げ 
 
WEB サイトにて公開した。 
現在は、環境・体験フェアに出展のあった⼤学や市⺠団体の活動を掲載している。 
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5. 印旛沼流域⽔循環健全化ロゴの公募 
 

 

 



 

11 
 

 

 

 

印旛沼流域⽔循環健全化のロゴ等作成（案）

作成⽅針（案）
「ロゴ」および「キャッチフレーズ」を公募する

公募概要
・公募期間：平成２８年４⽉中旬〜６⽉下旬
・公募⽅法：「いんばぬま情報広場」等にて周知
・公募内容：第２期における取組理念を踏まえた

①第２期におけるロゴ
②第２期におけるキャッチフレーズ
を募集する

・審査⽅法：印旛沼再⽣⼤賞選考委員会が決定

印旛沼流域⽔循環健全化のロゴ等作成（案）

第２期⾏動計画（案）の取組理念

⼈をつなぎ、地域をつなぎ、未来につなぎ
⽔循環健全化の環を広げ、
印旛沼流域創⽣のムーブメントにつなげる※

※ 公募の際には、第２期⾏動計画（案）
P7,P8を添付する
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6. 「⽔循環 貯留と浸透」vol.100 への寄稿 
 
⾬⽔貯留浸透技術協会が発⾏する「⽔循環 貯留と浸透」の vol.100 に⾬⽔貯留浸透に係る

事業及び制度の紹介として、健全化会議の取組を寄稿した。 
 
＜寄稿内容＞ 
印旛沼流域⽔循環健全化の環を広げよう!!! －⼈をつなぎ、地域をつなぎ、未来につなぎ－ 
（次⾴のとおり） 
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16 
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7. 印旛沼環境基⾦公開講座について 

いんば沼環境基金「公開講座」のお知らせ 

主催：公益財団法人印旛沼環境基金・佐倉市役所 

共催：千葉県印旛沼水循環健全化会議 

申し込み方法：佐倉市ホームページ、いんば沼情報広場、印旛沼環 

境基金ホームページなどで告知 

 

【特別講座】 

・ テーマ：印旛沼流域水循環健全化第 2期行動計画 

・ 日 時：平成 28 年 7 月 2 日(土) 13:30 ～15:30 

・ 場  所：ミレニアムセンター佐倉 ホール 

・ 講  師：千葉県河川環境課職員 

 

【公開講座】いんば沼の水質浄化を考える 

      — 手賀沼で実施された各種浄化法を事例にして — 

・ 場 所：ミレニアムセンター佐倉 ホール（以下、各講座とも） 

・ 講 師：本橋敬之助（以下、各講座とも） 

《第 1回》 

・テーマ：手賀沼の浚渫・ばっ気を事例にして 

・日  時：平成 28 年 7 月 30 日(土) 13:30 ～15;30 

 

《第 2回》手賀沼のアオコ回収・浄化用水導入を事例にして 

・日  時：平成 28 年 9 月 10 日(土)13:30～15:30 

 

《第 3回》 

・テーマ：手賀沼の水草の植栽・回収、特にホテイアオイを事例にして 

・日 時：平成 28 年 10 月 1 日(土) 13:30～15:30 

 

《第 4回》 

・テーマ：手賀沼流入河川の礫間接触浄化施設を事例にして 

・日 時：平成 28 年 11 月 5 日(土) 13:30～15:30 

 

《第 5回》 

・テーマ：排水路等の各種水質浄化施設を事例にして 

・日 時：平成 28 年 12 月 3 日(土)13:30 ～15:30 


